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大
教
会
の
年
祭
活
動
方
針
は
、
右
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
方
針
を
、
引
き
続
き

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
活
動
方
針
か
ら
定
め
た

具
体
的
な
目
標
は
左
記
の
通
り
で
す
。

一
、
十
二
下
り
の
勤
修

一
、
所
属
教
会
、
上
級
教
会
へ
の
つ
な
ぎ

一
、
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
葉
に
出
そ
う

一
、
身
近
な
人
を
誘
っ
て
お
ぢ
ば
へ

部
内
「
諭
達
」
巡
教
を
受
け
た
後
、
大
教
会
の
具
体
的
な
目
標
を
参
考
に
し

て
、
当
該
教
会
の
具
体
的
な
目
標
を
決
め
て
大
教
会
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

大

教

会

部
内
「
諭
達
」
巡
教

２
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
部
内
巡
教
を
行
い
ま
す
。

巡
教
の
御
礼

一
万
円

開
講
挨
拶
、
諭
達
第
四
号
拝
読

当
該
教
会
長

閉
講
挨
拶

当
該
教
会
長
（
決
意
を
含
む
）

※
詳
細
は
巡
教
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

記
念
祭
実
行
委
員
会

今
月
、
記
念
祭
当
日
の
祭
典
役
割
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
二

月
か
ら
月
次
祭
祭
典
役
割
は
、
記
念
祭
の
役
割
で
毎
月
つ
と
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

お
つ
と
め
役
割
に
当
た
っ
て
い
る
方
は
、
出
来
る
だ
け
欠
席
の
無
い
よ
う

毎
月
お
運
び
い
た
だ
き
、
お
つ
と
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

電
話
機大

教
会
の
電
話
機
が
新
し
い
物
に
交
換
に
な
り
ま
し
た
。
使
用
す
る
と
き

は
取
扱
い
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

二
月
月
次
祭
神
殿
講
話

役
員

松
浦

靖
治

南
遠
分
教
会
長

廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん

昨
年
の
十
二
月
の
廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
は
、
鏡
餅
つ
き
の
た
め
、
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

城
山
大
教
会
活
動
方
針

日
々
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

ご
恩
報
じ
に
つ
と
め
よ
う

一
、
お
つ
と
め
に
心
を
込
め
よ
う

一
、
家
族
で
日
参
を
実
行
し
よ
う

一
、
自
分
に
で
き
る
お
た
す
け
を
し
よ
う

一
、
お
ぢ
ば
が
え
り
を
し
よ
う
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祭

事

部

月
次
祭
の
お
つ
と
め
奉
仕

二
月
か
ら
の
お
つ
と
め
奉
仕
役
割
は
、
記
念
祭
当
日
の
役
割
に
準
じ
て
つ

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
止
む
な
く
奉
仕
出
来
な
い
場
合
は
、
前
日
ま

で
に
大
教
会
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

二
月
月
次
祭
祭
儀
式
役
割

祭

主

大
教
会
長

扈

者

小
野
道
幸

工
藤
寿
美

賛

者

森
内
聖
也

高
橋
邦
之

指
図
方

石
原
旬
一

献
饌
長

村
田

勇

教

務

部

第
九
八
〇
期
修
養
科
志
願

山
田

敏
治
（
浪
岡
・
明
裕
）
70
歳
（
初
席
）

婦

人

会

婦
人
会
第
一
〇
五
回
総
会

日

時

立
教
一
八
六
年
4
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分

場

所

本
部
中
庭
・
神
苑

委
員
部
長
の
集
い

日

時

4
月
18
日
（
火
）
夕
方
よ
り

詳
細
は
別
紙
に
て
お
伝
え
し
ま
す
。

女
子
青
年
の
集
い

日

時

4
月
23
日
（
日
）

場

所

大
教
会

青

年

会

お
や
さ
と
ふ
し
ん
青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊

来
年
の
城
山
分
会
の
入
隊
月
は
３
月
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

青
年
会
城
山
分
会
総
会

４
月
23
日
に
大
教
会
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
総
会
に
合
わ
せ
て

青
森
、
岩
手
、
関
東
、
お
ぢ
ば
の
各
方
面
よ
り
大
教
会
へ
の
帰
参
車
両
を
用

意
致
し
ま
す
。

詳
細
は
決
ま
り
次
第
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
生
担
当
委
員
会

立
教
一
八
六
年
学
生
生
徒
修
養
会

大
学
の
部

期

間

令
和
５
年
３
月
４
日
～
８
日

対

象

大
学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・
専
門
学
校
・
高
等
専
門
学
校
に
在

学
し
て
い
る
者
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全
期
間
を
通
し
て
受
講
出
来
る
者

募
集
人
員

四
百
名

内

容

講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
修
練
な
ど

集

合

３
月
４
日
午
前
９
時
30
分
～
10
時

解

散

３
月
８
日
午
前
11
時
50
分
頃

受
講
御
供

一
万
円

立
教
一
八
六
年
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス

期

間

令
和
５
年
３
月
10
日
～
12
日

受
講
対
象

令
和
４
年
度
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

全
期
間
を
通
し
て
受
講
出
来
る
者

募
集
人
員

四
百
名

内

容

講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
お
楽
し
み
行
事
な
ど

集

合

３
月
10
日
午
前
９
時
～
９
時
30
分

解

散

３
月
12
日
午
後
２
時
頃

受
講
御
供

五
千
円

立
教
一
八
六
年
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

日

時

令
和
５
年
３
月
27
日
、
28
日

内

容

27
日
午
後
２
時

ひ
の
き
し
ん
、
お
楽
し
み
行
事

28
日
午
前
10
時

式
典
「
真
柱
様
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
代
読
）
」
本
部
中
庭

式
典
後

直
属
ア
ワ
ー

ニ

ュ

ー

ス

お
さ
づ
け
の
理
拝
戴

１
月
11
日

蒔
田

愛
香
（
金
木
）
18
歳

年

祭北
富
野
分
教
会
で
は
、
四
代
会
長
故
野
村
公
男
大
人
の
一
年
祭
が
１
月
18

日
、
金
木
分
教
会
長
蒔
田
登
紫
行
祭
主
の
も
と
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

け
い
じ
ば
ん

二
月
大
教
会
神
殿
奉
仕

１
月
27
日

～

２
月
１
日

沼
宮
内

２
月
１
日

～

６
日

岩
手
久
慈

２
月
６
日

～

11
日

宮
古

２
月
11
日

～

16
日

き
や
ま
講

２
月
16
日

～

21
日

城
都

２
月
21
日

～

24
日

大
教
会
役
員
、
城
林
（
布
）

２
月
25
日

～

26
日

き
や
ま
講

２
月
27
日

～

３
月
１
日

三
八
城

大
教
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

少
年
会

修
養
科
始
業
講
習

小
田

真
一
郎
、
瀬
川

初
人

修
養
科
修
了
講
習

阿
部

豊

教
養
掛

高
橋

邦
和
（
１
月
24
日

～

２
月
28
日
）

棟
方

典
人
（
２
月
24
日

～

３
月
28
日
）
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婦
人
会
当
番

二
月
教
祖
お
み
や
げ
、
女
鳴
物
、
厨
房
、
洗
濯
当
番
、
詰
所
ひ
の
き
し
ん

國
鶴
、
北
烏
城
、
盛
岡

各
委
員
部

二
月
委
員
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

村
田

良
子
、
高
橋

登
美

二
月
月
次
祭
祭
典
雅
楽

一
、
調

子

平

調

一
、
曲

目

五
常
楽
急

皇
麑
急

三
台
塩
急

越
殿
楽

鷄

徳

陪

臚

詰
所
ま
な
び
月
次
祭

日

時

２
月
12
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら



世

話

人

先

生

下

山

　

武

小

野

道

幸

小

田

晴

恵

荒

関

美

智

子

小

田

美

枝

子

赤

平

治

三

石

原

旬

一

田

中

道

弘

工

藤

寿

美

村

田

　

勇

高

橋

邦

和

田

中

美

穗

子

宮

澤

民

枝

会

長

夫

人

松

浦

靖

治

大

教

会

長

小

田

真

一

郎

小

関

善

信

瀬

川

初

人

蒔

田

由

美

子

村

田

良

子

高

橋

　

節

森

内

聖

也

相

内

知

昭

小

田

　

裕

柏

田

親

邦

阿

部

　

豊

工

藤

恒

美

瀬

川

三

都

子

野

中

華

子

関

美

佐

子

須

藤

宏

文

北

山

道

治

堀

口

教

之

田

口

栄

一

秋

山

亮

克

相

内

真

喜

子

平

生

光

枝

芝

崎

み

よ

子

高

橋

邦

之

蒔

田

登

紫

行

佐

々

木

　

誠

近

藤

文

雄

五

日

市

正

道

柴

田

知

弘

戸

塚

美

代

子

高

橋

啓

子

蝦

名

敬

子

澤

野

公

志

棟

方

典

人

工

藤

寿

美

小

野

道

幸

瀬

川

初

人

石

原

旬

一

大

教

会

長

森

内

聖

也

村

田

　

勇

祭

主

地

方

胡

弓

三

味

線

琴

小

鼓

す

り

が

ね

太

鼓

拍

子

木

ち

ゃ

ん

ぽ

ん

笛

て

お

ど

り

献

饌

長

す
わ
り
づ
と
め

前

半

下

り

後

半

下

り

指

図

方

賛

者

扈

者

記
念
祭
々
典
役
割
表

立
教
一
八
六
年
（
令
和
五
年
）

十
一
月
二
十
日
九
時
三
十
分
執
行

〇
直
轄
の
会
長
さ
ん
は
、
役
割
に
当
た
っ
て
い
る
人

に
お
声
掛
け
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
方
は
、
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
（
「
三
代
真
柱
」
と
表

示
）
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
し
て
下
さ
い
。

〇
婦
人
の
帯
は
、
六
月
～
九
月
は
夏
物
、
十
月
～
五

月
は
冬
物
。

〇
止
む
な
く
奉
仕
で
き
な
い
場
合
は
、
前
日
ま
で
に

大
教
会
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。

控
え

　

お
つ
と
め
奉
仕
者
以
外
の
全
教
会
長
夫
妻
、
全
布
教
所
長

　

松
浦
春
年
、
須
藤
司
、
田
中
元
直
、
小
田
真
二
、
櫻
田
陽
一


